
 

 

           

 

 

 

令和５年10 月の西東京市視覚障害者協会からのお知らせです。 

「秋の日はつるべ落とし」と言う諺に相応しい季節となってきました。「秋の夜長」に読書にふける方も多くおられるでしょう。

視覚障害が進み、直接に書物を読むことが困難にはなりましたが、こうして、図書館からご提供して下さるハンディキャッ

プサービスに、朗読図書が有ったり、サピエ図書館や国会図書館のデイジー図書の充実など、色々な読書ができること

をありがたく思っています。小説、教養書籍などは、勤めていた現役当時に比べて格段の読書量になっています。この様

に朗読図書を聴いていると、妻からは、「ながら読書は便利だね！ 明りをつけなくてもいいし、寝ながらでも聴けるんだ

もんネ！」とうらやましがられます。しかし、うっかりすると、寝落ちてしまい、いつの間にやら奥付も終わっていたり。皆さ

んの読書事情は、いかがですか？ 

さて、今月は、次の３件の話題をお伝えします。 

1) 日本科学未来館で開催された「AI スーツケース」の実証実験に参加してきた体験の紹介。 

2) 情報ほっとラインをお聴きの皆様にお伝えしたい西視協参加のイベント情報です。 

3) 東京都盲人福祉協会の今年度の代議員総会・多摩ブロック会 が開催された報告。 

 

●1) 日本科学未来館で開催された「AI スーツケース」の実証実験に参加してきた体験の紹介。 

 視覚障害者が移動する際、同行援護のガイドさん、盲導犬を伴うなどがあります。この度、この様な移動場面での支

援にガイドさんや盲導犬に代わって案内をしてくれる開発中の「AI スーツケース」と言うものを 9 月22 日に野口が実証実

験として体験してきましたので紹介します。 

 まず、お台場に有る日本科学未来館と言うミュージアムをご存じですか？ 2001年の開館で初代館長は、日本人初の

宇宙飛行士・毛利衛さんでした。２代目の現在の館長は 2021 年に就任された、浅川智恵子さんと言う方で全盲の情報科

学の研究者です。様々な視覚障害者支援のシステムの研究開発に従事され、国内のみならず海外からも多くの表彰・受

賞などで評価を受けておられ、2013年には紫綬褒章も受けておられます。工学博士（東京大学）、IBMフェローです。（フェ

ローとは、偉大な研究者として、組織で尊敬される別格の立場の人と言う感覚でしょう） 

さて、この浅川さんが現在取り組んでいるプロジェクトが視覚障害者移動支援装置の「AI スーツケース」です。イメージと

して、利用者（ここでは全盲の私）が、同行援護のガイドさんの肘を持って移動する、あるいは、盲導犬のハーネスを持っ

ている姿勢を想定してください。ここで、肘・ハーネスに代わって、飛行機で手荷物として持ち込める程度の大きさの一般

的にコロコロと呼ばれる車輪が下部の四隅に付いたキャリーケースに似た AI スーツケースなるものを左前に置き、その

持ち手を左手で持っている状態で始めます。右手側には白杖を手にしています。 

持ち手を握ると、手の平の内側で、左右と上部の３方向に振動を感じるエリア、下部に軽く触れると移動の動作を始める

センサーが手の中に包み込まれます。振動は、本体の左右移動、全身の動作を伝える機能を持ちます。少し前方の握っ

た状態でも指が届く位置に誘導スピードを制御するボタンスイッチがあります。音声ガイドもあります。 

今回の実証実験では、未来館の屋内から近くの駅でゆりかもめ「テレコムセンター駅」の改札口まで往復するコースを、

この「AI スーツケース」で移動しました。途中には、横断歩道、エレベーター、障害となる駐輪場、歩く人々など、その間を

スムーズにガイドされて進みます。途中のモニュメントや、段差なども首に掛けたスピーカーから案内がありました。目

の前に人がいたり、障害物が有れば、回避の行動を取り、横断歩道では左右の確認を行っていました。エレベーターに

ついても、扉の状況、中に入ってから出る方向の案内と扉が開くまでの誘導も行われました。 

ここからは誘導の仕組みなど少し技術的な話をします。 

本体には外側に、位置情報を得るための受信装置、周りの様子を探索するセンサーとカメラ、駆動の為のモーターが

組み込まれた車輪、内側に、制御用のミニコンピュータ、バッテリーが入っていました。本体には、地図上の位置を判断
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する装置が付いています。基本となるのはライダーと呼ばれる装置で周囲の物体や壁などを認識し、自らの位置を推定

します。それに加えて、屋内の建物内の壁などに位置情報を伝える信号を発信する装置が設置されており、その信号を

受信することで AI スーツケースが起動した際の初期位置を判断しています。また、屋外では、一般的な GPS よりも高精

度な衛星電波を受信する小型アンテナを用いた受信装置で自らの位置を推定しています。 

 今回の実験では普通に歩けば片道5 分程度の距離で、屋外と屋内の混在した実験でした。走行するためのマップは

予めデータとして準備する必要が有ります。AI スーツケースの移動するマップの情報を記憶し、そのマップ上での自らの

位置をライダーとそれに連携する装置でもって認識します。しかし、この AI スーツケースの優れたところは、位置を知る

為のマッピングデータが登録・収集できれば、目的地まで安全に誘導してもらえる道具となると思いました。安全と言えば、

盲導犬は有難いと思いますが、目的地を伝えても案内できないですから… 

では、以下は野口の感想ですが、どの様な場面で、この AI スーツケースが効果を発揮するのだろうかと考えてみると、

例えば、初めて訪れた大病院での入り口で、これを借りて施設内を移動する場面、大学キャンパス内を移動する場面、

空港ならば、空港駅やリムジンバスターミナルから飛行機に搭乗するまでのコースの案内や、到着した飛行機から他の

交通機関に乗り換えるまでの誘導、長距離フェリーやクルーズの船内移動の誘導などがあるかと思います。いずれも必

要な場面で借りる形態が想定されます。 

個人保有については、高額なものになるでしょう。移動の安全の為には効果的ですが、何度も同じところを歩いていると、

誘導が無くても慣れて利用頻度が少なくなるかも知れません。マッピングデータの追加が容易にできたり、中核となる出

発ポイントと様々な目的地までのデータの共有システムからデータダウンロードが出来れば利用の機会が増えるかも。

常の利用でなければ補助を頂き高額な買い取りとなるよりは、レンタルやリースも良いかもと思いました。 

最後に、開発の担当者の方とのお話では、路面状況への対応範囲の拡充、混雑した場所での動作課題、電車内への移

動への対応などがあり、更に改善と実証実験を積んで行くとのことでしたので、市場に出回るのは先になりそうです。 

あ！、これを伝えなければ…  日本科学未来館では、視覚障害者の見学に対応した取り組みを進めています。館

内案内の AI スーツケースの利用はもちろん、展示物を知る為の触れるミニチア展示、音声ガイドの充実、スマホを向け

れば展示内容を音声でガイドする仕組みの実証実験など、今後、いろいろと取り組んでいくようです。是非、白杖を持って

訪問してください。また、この様な実験や、視覚障害者に向けたイベント情報を提供するメーリングリストが用意されてい

ますので、日本科学未来館のホームページをご覧ください。 

 

●2) 情報ほっとラインをお聴きの皆様にお伝えしたい西視協参加のイベント情報です。 

 第21回西東京市市民文化祭に参加します。市内の事業所・支援団体等の活動紹介&作品展示が行われ、障がい者福

祉をすすめる会と共に西視協も障害に関する情報発信とするポスター参加を行います。ご来場をお待ちしております。 

日時：10 月28 日(土)～ 10 月30 日(月)10 時-17 時(最終日 16 時)・場所：柳沢公民館内会議室 

 

●3) 東京都盲人福祉協会（以下 都盲協）の今年度の代議員総会・多摩ブロック会 が開催されました。西視協会長三

原からお知らせします。西視協は、都内の市区町村で活動している視覚障害者団体の一つです。それらの区市町村を都

道府県単位でまとめている組織として東京都では「都盲協」があり、西視協は支部としての活動も行っています。 

・6月19日(月)に行われた「定時代議員総会」にて、4月に実施された都盲協会長の改選選挙会で選出されておりました

「小林 康雄（こばやし やすお)氏」（当時 都盲協常任理事・多摩市視覚障害者福祉協会長）が会長職に就任されました。 

新会長からは「一人の願いはみんなの願い」を、大切に諸問題解決に向け、会員諸氏と共に歩んで参りたいと決意して

おります。と、都盲協の課題への取り組みと、都内の視覚障害者への呼びかけが成されました。 

・7 月29 日(土)に開催された「都盲協 多摩ブロック総会(支部長会)」に参加して来ました。 

都盲協40支部数の内、多摩ブロックには、17支部があります。今回、先に紹介しました都盲協の新会長の小林氏の出

席も頂きました。総会では、始めに、江見ブロック長の挨拶に始まり昨年度決算と活動、今年度予算と活動計画について

報告と承認が決議されました。 

また、一部、役員の改選が行われ、西視協の三原は、監査の役割を担うことになりました。江見ブロック長からの今年

度の取り組みについての声明と多摩ブロックに関係する行事については会員の皆様に、別途お知らせします。 

▼ 西視協では、会員に限らず、誰でも参加を歓迎する交流会を定期的に開催することを年度初めの定期総会で決定

しました。次回以降の予定は、12 月3 日(日)と年明けの 2024 年3 月を予定しています。 

開催場所：西東京市障害者総合支援センターフレンドリー、午後1 時30 分からを予定しています。是非ご参集下さい。 

携帯端末の便利なアプリ情報の紹介、視覚障害者支援に関する意見交換などを行いたいと思っています。 

市当局への要望や制度についてなどが出てくれば、視覚障害者の声として対応したいと思っています。 

■以上、今月の話題を三原・野口から提供しました。 


